
稲・麦収穫同時石灰窒素散布機の利用法について

1．試験のねらい

　　適正な生藁すき込み技術の推進を図るため、稲・麦収穫同時石灰窒素散布機（コソバインソー

　ワ）の作業能率・作業精度等について、散布試験を行いその効率的利用法について検討した。

2　試験方法

（1）試験実施年　昭和61年～63年

（2）試験場所　宇都宮市上金井　上金井上横倉農三業機械化組合及び栃木県農業試験場内

（3）供試機　M式MC2850（現地試験）　MlC2450（農試試験、現地試験）　4条刈コソバ

　　ィソ散布機（コンバインソーワ）　PMC801（61年はPMC800，63年の稲収穫時は車速

　　連動型）

（4）石灰窒素散布量　目標　各区とも20K〆10a（使用石灰窒素；防散石灰窒素）

（5）調査項目

　　1）作業機に関する調査　作業能率調査（作業速度、作業効率等）、作業機の能カ調査

　　　　　　　　　　　　　　作業精度調査（散布量、散布むら、穀物への混入調査等）

　　2）作物への影響調査　後作物の生育・成熟・収量調査、生育むら調査

3．試験結果および考察

（1）作業機に関する調査

　　1）作業能率調査

　　　　10a当り作業時間は30～45永圃場作業効率は約60％で、散布装置なしのコソバ

　　　インとほぼ同程度であった。

　　2）散布量・散布精度調査

　　　初年度の散布試験の結果では、散布量の経時変化（繰り出しロール溝に石灰窒素が徐々に

　　　付着するため散布量が減少する）等が見られたため、繰り出しロール溝形状、ブラシの材質’’

　　　形状・取付位置、ダクト調節代の拡大等の改良がなされた。その結果2年目は、排ワラ感知

　　　セソサーの感知が間題となったものの、セソサーの感知が十分であるときはほぼ目標の散布

　　量が得られた。（表一1）　3年圓は新たな問題として、石灰窒素の新旧により散布量が変

　　化することがわかった。（図一1）　また、排ワラ感知センサーについては一層の感度の向

　　上が必要と考えられた。車速違動型散布機についてはほぽ実用化できるものと考えられたが、

　　高車速で散布機の繰り出しロールの回転が止まることがあったので、モーターのトルクアヅ

　　　ブを図る必要があった。

　　3）石灰窒素の混入調査

　　　蚊穫穀物23点を分析したところ、4点から徴量（0．05～0．13η■Kθ）のシアナミドが

　　検出されたが、調製過程でさらに低下する（61年の試験結果）ことを考えると検出隈界（

　　　0．05η■Kク）以下になると思われた。

（2）作物及ぴ稲わら分解への影響調査
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　　　作物への効果については水稲と大豆で検討した。水稲では石灰窒素を散布して稲わらをすき

　　こむことを2年続げたところ、基肥を標準量より減肥できる可能性が示唆された。大豆につい

　　ては石灰窒素散布区で初期生育がやや促進される傾向が見られた。しかL収量については、石

　　灰窒素施用の効果は特に認められなかった。

　　　稲わら埋め込み試験の結果では、石灰窒素を散布することにより稲わらの分解が促進される

　　ことが確認された。

4　成果の要約

　　散布試験を重ね改良が加えられた結果、散布機は機械的にはほぼ完成したと考えられ、石灰窒

　素散布の効果もある程度確認された。尚、今後の課題及び注意点としては次のようなものがある。

　①排わら感知セソサーの感度の向上を図る。②モーターのトルクアップを図る。（特に車遠連動

　型散布機）③散布に当っては石灰窒素の物理的性質に注意する。④石灰窒素の穀物への混入に注

　意する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者作物部黒崎俊明）
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図一1　石灰窒素の有効期隈と散布量（63年）

一’10一


